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こ
う
し
た
気
象
災
害
の
深
刻
化
は
、

洪
水
や
台
風
等
の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
（
図
１
、図
２
）、日
本
で
も
、

２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
等
の
超
大
型

台
風
や
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
等
、
生
活
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
気
候
変
動
や
異
常
気
象
の
発
生
頻

度
の
高
ま
り
等
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
影
響
は
、
特
に

脆
弱
な
地
域
や
人
々
に
集
中
し
「
気
象

災
害
に
よ
る
死
者
の
90
％
は
途
上
国
」

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
干
ば
つ
は
件

数
こ
そ
少
な
い
で
す
が
、
途
上
国
に
お

け
る
被
災
者
の
死
亡
者
数
で
は
最
大
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
防
災
・
減
災

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
も
、災
害
は
「
持

続
可
能
な
開
発
に
対
す
る
大
き
な
課

題
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
防
災
・

減
災
（D

isaster Risk Reduction: 
D

RR

）
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
災

害
・
防
災
は
複
数
の
目
標
と
関
連
し
て

お
り
、
多
角
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
関
係
の
深
い
目
標
11
「
包
摂
的

で
安
全
か
つ
強
靱 

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）

で
持
続
可
能
な
都
市
及
び
人
間
居
住
を

実
現
す
る
」
に
お
い
て
は
、二
つ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
う
ち
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
11
・
５
で
は
「
２
０
３
０

年
ま
で
に
、
貧
困
層
及
び
脆
弱
な
立
場

に
あ
る
人
々
の
保
護
に
焦
点
を
あ
て
な

が
ら
、
水
関
連
災
害
な
ど
の
災
害
に
よ

る
死
者
や
被
災
者
数
を
大
幅
に
削
減

し
、
世
界
の
国
内
総
生
産
比
で
直
接
的

経
済
損
失
を
大
幅
に
減
ら
す
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

SDGs で共に創る　持続可能な行方

第
15
回

深
刻
化
す
る
自
然
災
害
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
准
教
授　
野
田 

真
里　

ト
ン
ガ
火
山
噴
火
の
津
波
は
「
同
じ
太

平
洋
の
島
国
」
日
本
に
も

　

南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
、
ト
ン
ガ

の
海
底
で
、
２
０
２
２
年
１
月
15
日
に

フ
ン
ガ
ト
ン
ガ
・
フ
ン
ガ
ハ
ア
パ
イ
火

山
が
噴
火
し
ま
し
た
。
噴
火
の
影
響
は

甚
大
で
、
地
震
そ
し
て
最
大
15
ｍ
の
津

波
が
押
し
寄
せ
、
火
山
灰
に
覆
わ
れ
、

な
か
に
は
水
没
し
た
島
も
あ
り
ま
す
。

ト
ン
ガ
は
４
つ
の
諸
島
か
ら
な
る
人
口

約
10
万
人
の
王
国
で
す
が
、
８
万
人
が

影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
ま
す
（
私
事
で

恐
縮
で
す
が
、
太
平
洋
島
嶼
国
は
調
査

フ
ィ
ー
ル
ド
の
た
め
友
人
・
知
人
が
お

り
ま
す
が
、
幸
い
、
連
絡
が
取
れ
て
無

事
が
確
認
で
き
ま
し
た
）。

　

ト
ン
ガ
か
ら
の
津
波
は
、
太
平
洋
を

越
え
て
、
日
本
に
も
到
達
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
津
波
の
到
達

が
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
日
程
と
重

な
り
、
そ
の
影
響
で
テ
ス
ト
を
受
け
ら

れ
な
い
受
験
生
も
出
ま
し
た
。「
日
本

も
同
じ
太
平
洋
の
島
国
」
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
す
る
自
然
災
害
で
す
。

深
刻
化
す
る
世
界
の
自
然
災
害
と
気
候

変
動　

　

私
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
自

然
災
害
と
し
て
、
地
震
や
津
波
の
み
な

ら
ず
、
気
象
災
害
が
あ
り
、
深
刻
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ

Ｍ
Ｏ
）
の
最
新
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
暴

風
雨
や
洪
水
、
干
ば
つ
と
い
っ
た
世
界

の
気
象
災
害
の
件
数
が
過
去
50
年
間
で

約
４
～
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

１
）。

　

そ
の
経
済
へ
の
影
響
は
甚
大
で
、

１
日
当
た
り
の
損
失
額
で
見
た
場

合
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
９

年
ま
で
の
10
年
間
は
１
日
あ
た
り

約
３
億
８
０
０
０
万
ド
ル
（
約

４
３
３
億
２
０
０
０
万
円
、
１
ド
ル
＝

１
１
４
円
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
は

１
９
７
０
年
か
ら
１
９
７
９
年
ま
で
の

10
年
間
に
比
し
て
約
７
～
８
倍
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
２
）。
ご
参
考
ま
で
に
、

行
方
市
の
２
０
２
１
年
度
予
算
（
一
般

会
計
当
初
）
は
、
約
１
６
３・
７
億
円

な
の
で
、
気
象
災
害
に
よ
る
経
済
損
失

の
深
刻
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

出典：�WMO（2021）WMO Atlas of Mortality and Economic Losses from Weather , 
Climate and Water Extremes (1970–2019)

図1　世界の気象災害報告件数
図1　（1970-2019 年）

図2　世界の気象災害による経済損失
図2　（1970-2019 年）※単位は10億米ドル
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